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対象：両親に説明を行い、同意書を持って同意の得られた 3 歳から 6 歳の男児 716 名、女
児 586 名、計 1302 名を対象として横断的調査を行った。本対象は H 市の幼稚園児であり、
男児 3 歳 110 名、4 歳 196 名、5 歳 273 名、6 歳 137 名計 716 名で、女児 3 歳 86 名、4 歳 151
名、5 歳 227 名、6 歳 122 名計 586 名であった。研究は 2003－2005 年に実施した。測定法：
骨梁面積率（RTBA：Rate of trabecular bone area）は超音波骨密度測定装置 BenusⅢ（石川製
作所 KK）を用いて測定した。RTBA は海面骨断面に占める骨質の割合を示し、RTBA は DXA
（Dual-energy X-ray Absorption）r= 0.83、Stiffness r= 0.803、超音波伝搬速度 SOS (speed of 








3 歳から 6 歳の RTBA は男児 27.7 ± 1.6% (mean ±SD) 、女児 27.9 ± 1.6%であった。5-95%ile
は男児 27.6–27.9%、女児 27.8–28.1%であった。性別及び各年齢間に有意な差はみられず、
RTBA は年齢とともにわずかに増加した。RTBA と体重との相関は男児 r= 0.104、p= 0.013、
女児 r= 0.109、p= 0.016 であり、ともに有意な相関が見られた。身長との相関は男児 r= 0.091、
p= 0.051、女児 r= 0.009、p= 0.045 であり、女児に有意な相関が見られた。出生時の体重で
 114
は男児 r= 0.103、p= 0.014、女児 r= 0.075、p= 0.098 であり、男児に有意な相関がみられた。
出生時の身長では男児 r= 0.09、p= 0.015、女児 r= 0.121、p= 0.007 であり、ともに有意な相
関が見られた。重回帰分析の結果、男児では出生時体重の標準化係数 β= 0.093、p= 0.028 で
あり、体重 β= 0.089 より高く、男児では出生時の体重の影響が強く示唆された。女児では
出生時身長の標準化係数 β= 0.122、p= 0.007 のみが選択され、女児では出生時の身長の影響
が強く示唆された。BMI は出生時と 3 歳から 6 歳の男児女児ともに RTBA との関連はみら
れなかった。 
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度の報告は若干あるものの、3 才から 6 才までの幼児期の骨密度について本邦における実態
調査は今までなかった。そこで申請者らは日本の幼児の骨密度を明らかにすること、及び
幼児期の骨密度と出生時の体格及び現在の体格との関連について検討することを研究の目
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